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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 尊敬語動詞の意味領域は維持され続けるとは限らず、用いられるにしたがって「行く」を表さない方向へと縮小し
ていく傾向がある。本論文では、尊敬語動詞がある一定の期間を経る中で、その意味領域に共通の変化が生じている
ことを指摘し、方言の尊敬語動詞に関しても、その変容のありかたに同様の傾向が存在することを明らかにした。 
 これまで、複数の尊敬語動詞に共通する意味領域の変化・変容に関する指摘や、それに対しての説明が与えられた
ことはなかった。本論文は、その指摘とともに、それを把握する視点を提供し、謙譲表現の衰退、丁寧語の発達とい
った敬語の通時的変化をも総合的に把握する新たな敬語の運用基準の提示を試みたものである。 
 確かに、本論文においてその実態が明らかにされた通時的変化や方言における変容は、上代以降現代までの敬語の
変化の方向として、従来述べられてきた聞き手重視の運用への移行では説明しきれないものである。敬語の運用基準
が、古代語のように年齢や身分といった外的な基準によって決まるのではなく、かつ聞き手重視といった運用によっ
て決まるのでもないとすれば、それは一体何によるのか。本論文は、そこに上位者に対する話し手の関わり方（直接
関わるのかそうではないのか）といった主観的な話し手基準が関与するという一つの変化の方向性が存在することを
新しく提示したのである。その点において本論文は高く評価できるものである。 
 もちろん本論文にも問題点がないわけではない。本論文では古代敬語の絶対性に触れ、古代には尊敬語動詞の変
化・変容は起こらなかっただろうと述べているのであるが、その検証がまったくなされてはいない。この点に関して、
自ら研究を推進する力を持つ申請者の今後の研究に期待したい。 
 以上のように、本論文は、今後に予想される研究の新しい展開に指針を与えるものとして、博士（文学）の学位を
授与するに十分な価値を有するものと認定する。 
